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3月10日　活動報告会3月10日　活動報告会
（和歌山市役所）（和歌山市役所）

7月18日　分類調査MIGO（友ヶ島）7月18日　分類調査MIGO（友ヶ島）

2023年度は漂着ごみ調査を2回以上実施する。
普及啓発として一般参加者を募集し、加太・友ヶ島付近の現状を体感できるエコツ
アー版のMIGOを実施する。

■苦労した点
社会人プロボノで関わっているメン
バーが多いため、各種行事の日程調
整に苦労した。

■工夫した点
slackやグーグルドライブ等を活用
し、情報共有や連携に努めた。

活動内容と成果
● 友ヶ島の沖ノ島で海洋漂着ごみ調査を4回実施
● 普及啓発の一環で魅せる分類調査「MIGO」を4回実
施
● アーティス友井隆之氏による魅せる漂着ごみ製作及
び製作ワークショップの実施
● 分類調査「MIGO」の動画制作
● 活動報告会の実施（12月26日、3月10日）
● 企業視察3回実施｛川瀬産業株式会社（貝塚市）10月

19日、株式会社松田商店（和歌山市）1月23日、高槻バ
イオチャーエネルギー研究所（大阪府高槻市）2月20
日｝
● 漂着ごみ調査参加者：76人
● 普及啓発イベントMIGO参加者：236人課　題

友ヶ島（和歌山市）には都市部大阪湾由来の大量漂着
ごみが存在している。それらの量を今後減らしてい
くため、製造者及び消費者といった関係者の行動変
容を促す必要がある。

目　標
加太・友ヶ島に漂着する大阪湾のごみ問題の改善に
向けて、流域の自治体・企業・市民による協働体制を
構築するための基盤を醸成する。

調査参加者 76 人 

普及啓発イベント
MIGO参加者 236 人

今年度計画の達成度 80 ％

全体計画の達成度 20 ％

大阪湾に流入するごみの削減活動

（一社）　加太・友ヶ島環境戦略研究会


